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☎0745-82-8000（代）

市役所の開庁時間
午前 8時 30分～
　　　午後 5時 15分
（土・日曜日、祝日、
　　　　年末年始は閉庁）

福 

祉 

医 

療

■
福
祉
医
療
費
受
給
資
格
証
の
更
新
手

続
き
が
必
要
で
す

　
現
在
お
持
ち
の
資
格
証
の
有
効
期

限
は
７
月
31
日
で
す
。
８
月
１
日
か

ら
使
用
し
て
い
た
だ
く
新
し
い
資
格

証
は
、
７
月
下
旬
に
郵
送
し
ま
す
。

同
封
の
申
請
書
等
に
必
要
事
項
を
記

入
の
う
え
、
返
信
用
封
筒
で
返
送
し

て
く
だ
さ
い
。

　
た
だ
し
、
平
成
29
年
１
月
２
日
以

降
に
宇
陀
市
に
転
入
さ
れ
た
方
や
未

申
告
等
で
所
得
不
明
の
方
、
そ
の
他

手
続
き
が
必
要
な
方
は
、
窓
口
へ
お

越
し
い
た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
。

対
象
と
な
る
方
に
は
、
7
月
中
旬
に

通
知
し
ま
す
。

■
各
制
度
の
対
象
者
は
次
の
と
お
り

【
心
身
障
害
者
医
療
費
助
成
制
度
】

対
象

○
65
歳
未
満
で
身
体
障
害
者
手
帳
１

級
・
２
級
、
ま
た
は
療
育
手
帳
Ａ

１
・
Ａ
２
の
交
付
を
受
け
て
い
る

方
○
65
歳
以
上
75
歳
未
満
で
後
期
高
齢

者
医
療
保
険
に
加
入
さ
れ
て
い
な

い
人
で
、身
体
障
害
者
手
帳
１
級
・

２
級
、
ま
た
は
療
育
手
帳
Ａ
１
・

Ａ
２
の
交
付
を
受
け
て
い
る
方

【
ひ
と
り
親
家
庭
等
医
療
費
助
成
制
度
】

対
象
　
母
子
・
父
子
家
庭
の
母
・
父
、

児
童
（
18
歳
の
年
度
末
ま
で
）
な
ど

【
重
度
心
身
障
害
老
人
等
医
療
費
助

成
制
度
】

対
象

○
65
歳
以
上
で
、
身
体
障
害
者
手
帳

１
級
・
２
級
、
ま
た
は
療
育
手
帳

Ａ
１
・
Ａ
２
を
お
持
ち
で
、
後
期

高
齢
者
医
療
制
度
に
加
入
さ
れ
て

い
る
方
。

○
75
歳
以
上
で
、
ひ
と
り
親
家
庭
等

医
療
費
助
成
制
度
の
対
象
の
方

※
重
度
心
身
障
害
老
人
等
医
療
費
助

成
制
度
受
給
者
の
方
に
つ
い
て
は
、

受
給
資
格
証
を
発
行
し
て
い
ま
せ
ん

が
、
更
新
手
続
き
は
必
要
で
す
。

※
乳
幼
児
医
療
費
受
給
資
格
証
（
0

歳
～
小
学
校
就
学
前
の
お
子
さ
ん
）

と
子
ど
も
医
療
費
受
給
資
格
証
（
小
・

中
学
生
）
は
更
新
の
必
要
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
ご
加
入
の
健
康
保
険
や
振

込
口
座
な
ど
に
変
更
が
あ
る
場
合
は

届
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
ま
た
、
昨
年
8
月
１
日
か
ら
子
ど

も
医
療
費
助
成
制
度
が
始
ま
り
、小
・

中
学
生
の
通
院
の
助
成
も
行
っ
て
い

ま
す
が
、
申
請
書
が
未
提
出
の
方
は

受
給
資
格
証
の
交
付
が
で
き
ま
せ
ん

の
で
、
医
療
費
助
成
を
受
け
て
い
た

だ
く
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

　
手
続
き
が
ま
だ
の
方
は
お
早
目
に

手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

国
民
健
康
保
険

■
納
税
通
知
書
を
発
送
し
ま
す

　
　
　
７
月
13
日
（
木
）
に
国
保
加
入
世

帯
の
世
帯
主
あ
て
に
納
税
通
知
書
を

発
送
し
ま
す
。
本
人
が
国
保
に
加
入

し
て
い
な
い
場
合
で
も
、
世
帯
の
な

か
に
国
保
に
加
入
し
て
い
る
方
が
い

れ
ば
、
世
帯
主
に
納
税
義
務
が
生
じ

る
た
め
、
あ
て
先
は
世
帯
主
と
な
り

ま
す
。
た
だ
し
、
保
険
税
額
は
、
被

保
険
者
の
み
で
計
算
し
ま
す
。

　
被
保
険
者
に
な
る
の
は
、
届
け
出

し
た
と
き
で
は
な
く
職
場
の
健
康
保

険
等
を
抜
け
た
と
き
、
転
入
し
た
と

き
な
ど
で
す
。

【
普
通
徴
収（
年
金
天
引
き
以
外
）の
方
】

　
７
月
か
ら
翌
年
２
月
ま
で
年
８
期

に
分
け
て
納
付
し
て
い
た
だ
き
ま

す
。
納
期
限
内
に
納
付
し
て
い
た
だ

き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

【
特
別
徴
収
の
方
】

　
受
給
の
年
金
か
ら
天
引
き
に
よ
り

納
付
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
ま
た
申

し
出
に
よ
り
口
座
振
替
で
の
納
付
に

変
更
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

■
新
し
い
国
民
健
康
保
険
高
齢
受
給
者

証
を
発
送
し
ま
す

　
70
歳
以
上
75
歳
未
満
の
方
に
交
付

さ
れ
て
い
る
こ
の
受
給
者
証
の
有
効

期
限
は
７
月
31
日
で
す
。
８
月
１
日

か
ら
使
用
し
て
い
た
だ
く
新
し
い
受

給
者
証
は
、
７
月
24
日
（
月
）
に
郵

送
し
ま
す
。

　
有
効
期
限
の
過
ぎ
た
受
給
者
証
は
、

８
月
１
日
以
降
に
保
険
年
金
課
、
各

地
域
事
務
所
へ
返
却
し
て
く
だ
さ
い
。

■
国
民
健
康
保
険
限
度
額
適
用
認
定
証

お
よ
び
国
民
健
康
保
険
限
度
額
適
用
・

標
準
負
担
額
減
額
認
定
証
の
更
新
手

続
き
が
必
要
で
す

　
現
在
お
持
ち
の
認
定
証
の
有
効
期

限
は
７
月
31
日
で
す
。
引
き
続
き
認

定
証
が
必
要
な
方
は
、
７
月
24
日

（
月
）
以
降
に
保
険
年
金
課
、
各
地

域
事
務
所
で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

　
た
だ
し
、
国
民
健
康
保
険
税
に
滞

納
が
あ
る
場
合
は
、
認
定
で
き
ま
せ

ん
。
予
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

【
申
請
に
必
要
な
も
の
】

○
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
　
○
印
か
ん
　
○

国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証
　
○
現

在
お
持
ち
の
認
定
証
　
○
長
期
入
院

該
当
の
方
（
※
）
は
、
過
去
1
年
間

の
入
院
領
収
書
（
※
申
請
日
前
91
日

以
上
の
入
院
が
あ
り
、
世
帯
主
お
よ

び
国
保
被
保
険
者
の
平
成
29
年
度
住

民
税
非
課
税
の
方
）

　
な
お
、
70
歳
以
上
75
歳
未
満
で
申

請
が
必
要
な
の
は
、
世
帯
主
お
よ
び

国
保
被
保
険
者
が
平
成
29
年
度
住
民

税
非
課
税
の
場
合
で
す
。

医
療
・
保
険
の
窓
口
か
ら
お
知
ら
せ
し
ま
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
保
険
年
金
課
（
☎
82
・
３
６
７
2
／
IP
☎
88
・
９
０
８
6
）



特
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市
政
ト
ピ
ッ
ク
ス

う
だ
ぢ
か
ら

ま
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だ
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病
院
・
ウ
ェ
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ネ
ス

み
ん
な
で
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ン
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せ
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く
ら
し
・
環
境

■
新
し
い
国
民
健
康
保
険
特
定
疾
病
療

養
受
療
証
を
発
送
し
ま
す

　
現
在
お
持
ち
の
受
療
証
の
有
効
期

限
は
７
月
31
日
で
す
。
新
し
い
受
療

証
は
平
成
29
年
度
住
民
税
の
課
税
状

況
に
よ
り
「
自
己
負
担
限
度
額
」
の

決
定
を
行
っ
た
後
、
７
月
24
日
（
月
）

に
郵
送
し
ま
す
。

■
所
得
申
告
に
つ
い
て

　
保
険
税
所
得
割
額
の
算
出
、
限
度

額
適
用
認
定
証
や
高
額
療
養
費
の
判

定
な
ど
の
基
礎
と
す
る
た
め
、
所
得

の
有
無
に
関
わ
ら
ず
、
毎
年
必
ず
所

得
の
申
告
を
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

ま
だ
申
告
の
済
ん
で
い
な
い
方
は
、
早

急
に
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

後
期
高
齢
者
医
療
保
険

■
新
し
い
後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者

証
を
発
送
し
ま
す

　
現
在
お
持
ち
の
保
険
者
証
の
有
効

期
限
は
７
月
31
日
で
す
。
８
月
１
日

か
ら
使
用
し
て
い
た
だ
く
新
し
い
保

険
者
証
は
、
７
月
中
旬
に
簡
易
書
留
に

て
郵
送
し
ま
す
。

　
有
効
期
限
の
過
ぎ
た
保
険
者
証
は
、

８
月
１
日
以
降
に
保
険
年
金
課
、
各

地
域
事
務
所
へ
返
却
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
平
成
28
年
度
分
以
前
の
保

険
料
に
未
納
が
あ
る
方
に
は
、
や
む

な
く
、
短
期
証
（
通
常
よ
り
有
効
期

間
が
短
い
保
険
証
）
と
な
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

■国民健康保険税額の決まり方
税額は、医療分、後期支援金分、介護分で構成され、それ
ぞれ所得割額、均等割額、平等割額の合計金額で決まります。

所 得 割 均 等 割 平 等 割 限 度 額

 医　療　分 9.3％ 27,800 円 22,400 円 54 万円

 後期支援金分 2.7％ 9,000 円 7,200 円 19 万円
 介　護　分

(40 ～ 64 歳の方 ) 3.0％ 15,200 円 － 16 万円

※平成 29 年度より、限度額を引き上げました。
　医療分 52 万円→ 54 万円　後期支援金分 17 万円→ 19 万円

■後期高齢者医療保険料の決まり方
　保険料の額は、
 　・均等割（被保険者が等しく負担する部分）
 　・所得割（前年の所得に応じて負担する部分）の合計

※平成 30 年度は保険料が改定されます。
　( 保険料は、2 年ごとに広域連合により改定されます。）
※賦課限度額は、57 万円です。（どんなに所得が高い方でも、
年間保険料額は 57 万円が上限となります）

保険料
（年額）

均等割額
（44,800
円）

所得割額
（総所得金額－33万円）

× 8.92％
＝ ＋

■
納
入
通
知
書
を
発
送
し
ま
す

　
7
月
中
旬
に
平
成
29
年
度
の
納
入

通
知
書
を
発
送
し
ま
す
。

　
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
で
は
、
被

保
険
者
一
人
ひ
と
り
に
保
険
料
を
納

め
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

【
普
通
徴
収（
年
金
天
引
き
以
外
）の
方
】

　
７
月
か
ら
翌
年
２
月
ま
で
年
８
期

に
分
け
て
納
付
し
て
い
た
だ
き
ま

す
。
納
期
限
内
に
納
付
し
て
い
た
だ

き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す

【
特
別
徴
収
の
方
】

　
受
給
の
年
金
か
ら
天
引
き
に
よ
り

納
付
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
ま
た
申

し
出
に
よ
り
口
座
振
替
で
の
納
付
に

変
更
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

被保険者と世帯主の総所得金額等の合計額 軽減割合
基礎控除額（33 万円）を超えない世帯で、
被保険者全員が年金収入 80 万以下の世帯

（その他各種所得がない場合）
9 割軽減

基礎控除額（33 万円）を超えない世帯 8.5 割軽減
基礎控除額（33 万円）＋ 27 万円×世帯の
被保険者数を超えない世帯 5 割軽減

基礎控除額（33 万円）＋ 49 万円×世帯の
被保険者数を超えない世帯 2 割軽減

■後期高齢者医療保険料軽減制度が
　　　　　改正になります（平成 29 年度～）
均等割額軽減措置のうち、5 割軽減と 2 割軽減について判
定基準所得が改正されます。

【均等割軽減内容】

【所得割額の軽減措置の改正】
所得割額を負担する方のうち、基礎控除後の総所得金額
等が 58 万円以下（年金収入だけの場合、収入 153 ～
211 万円）の方は、所得割額が 2 割軽減となります。

【職場の健康保険などの被扶養者だった方の軽減措置の改正】
後期高齢者医療制度の資格取得前日に職場の健康保険な
どの被扶養者だった方は、今年度は均等割額が 7 割軽減
となり、所得割額は課されません。
※均等割額軽減は、9 割軽減、8.5 割軽減が優先されます

適用区分 
平成 29 年 7 月まで

外来＋入院（世帯ごと）外来
（個人ごと）

現
役
並
み

課税所得
145 万円以上の方 44,400 円

80,100 円＋
（医療費 -267,000 円）× 1％

＜多数回 44,000 円 ※ 2 ＞

一
般

（※１）　課税所得
145 万円未満の方 12,000 円 44,400 円

低
所
得
者

Ⅱ 住民税非課税世帯

8,000 円

24,600 円

Ⅰ 住民税非課税世帯
（年金収入 80 万円以下） 15,000 円

※ 1　世帯収入の合計額が 520
万円未満（１人世帯の場合
は383万円未満）の場合や、

「旧ただし書き所得」の合
計額が 210 万円以下の場
合も含みます。

※ 2　過去 12 か月以内に 3 回
以上、上限額に達した場合
は、４回目から「多数回」
該当となり、上限額が下が
ります。

■
高
額
療
養
費
の
上
限
額
を
見
直
し

　
今
年
8
月
か
ら
、
高
額
療
養
費
の

上
限
額
（
月
ご
と
）
が
下
表
の
よ
う

に
変
わ
り
ま
す
。

高
額
療
養
費
制
度
と
は

　
ひ
と
月
に
支
払
っ
た
医
療
費
が
高

額
に
な
り
、
決
め
ら
れ
た
上
限
額
を

超
え
た
場
合
に
、
超
え
て
お
支
払
い

い
た
だ
い
た
分
を
還
付
す
る
制
度
で

す
。
上
限
額
は
、
個
人
も
し
く
は
世

帯
の
所
得
に
応
じ
て
決
ま
り
ま
す
。

※
平
成
30
年
８
月
以
降
、
制
度
改
正

に
よ
り
一
般
区
分
の
限
度
額
が
変
更

に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
現
役
並
み
所

得
者
の
負
担
区
分
が
３
つ
の
区
分
に

分
か
れ
ま
す
。

平成 29 年８月～平成 30 年 7 月

外来＋入院（世帯ごと）外来
（個人ごと）

57,600 円
80,100 円＋

（医療費 -267,000 円）× 1％
＜多数回 44,000 円 ※ 2 ＞

14,000 円
年間上限

144,000 円

57,600 円
＜多数回 44,000 円※２＞

8,000 円
24,600 円

15,000 円

【高額療養費　自己負担額改正表】
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市
営
住
宅
（
公
営
・
改
良
）

入
居
者
募
集

【
入
居
申
込
書
配
布
・
受
付
期
間
】

日
時
　
７
月
4
日（
火
）～
14
日（
金
）

業
務
時
間
中

場
所
　
公
営
住
宅
課

【
申
し
込
み
】
申
込
書
に
よ
り
公
営

住
宅
課
へ
（
郵
送
不
可
）

※
申
し
込
み
は
１
世
帯
１
戸
の
み

【
必
要
書
類
】
入
居
申
込
書
・
誓
約

書
・
市
税
完
納
証
明
書
・
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
な
ど

【
申
込
資
格
】

○
今
年
6
月
30
日
時
点
で
市
内
に
住

所
が
あ
る
人
、
ま
た
は
市
内
に
勤

務
し
て
お
り
、
住
む
と
こ
ろ
に

困
っ
て
い
る
人
（
持
ち
家
が
あ
る

人
は
申
し
込
み
で
き
ま
せ
ん
）。

※
改
良
住
宅
に
つ
い
て
は
、
今
年
6

月
30
日
時
点
で
、
団
地
の
住
所
地
域

に
住
所
が
あ
る
こ
と
。

○
同
居
親
族
が
い
る
人
。
婚
約
中
で

市有財産（宅地）を公売
　市が保有する菟田野・室生地域内の宅地を販売しています。
【売り払い物件】菟田野岩﨑地内 18区画、室生大野地内 5区画
　　　　　　　　室生無山地内 2区画、室生西谷地内 2区画

販売価格、申込資格、法令による制限、供給処理施設状況など詳細は、
市ホームページをご覧いただくか、または問まで。
　問管財課（☎82・3632/IP☎88・9084）
　　菟田野地域事務所地域市民課（☎84・2521/IP☎88・9187）
　　室生地域事務所地域市民課（☎92・2001/IP☎88・9181）

除
制
度
が
あ
り
ま
す
。
通
常
、
保
険

料
が
免
除
さ
れ
る
た
め
に
は
、
申
請

者
本
人
・
配
偶
者
・
世
帯
主
の
方
が

所
得
基
準
の
範
囲
内
で
あ
る
必
要
が

あ
り
ま
す
が
、
特
例
免
除
で
は
、
審

査
の
対
象
と
な
る
該
当
者
の
所
得
を

除
外
し
て
審
査
を
行
い
ま
す
。

　
特
例
免
除
を
申
請
さ
れ
る
場
合

は
、
雇
用
保
険
受
給
資
格
者
証
や
雇

用
保
険
被
保
険
者
離
職
票
等
の
公
的

機
関
の
証
明
書
の
写
し
を
持
参
し
て

く
だ
さ
い
。

■
国
年
金
請
求
書
の
手
続
漏
れ
が
あ

り
ま
せ
ん
か
？

　
老
齢
基
礎
年
金
を
受
け
取
る
の
に

必
要
な
期
間
（
受
給
資
格
期
間
）
が
、

「
25
年
」
か
ら
「
10
年
」
に
短
縮
さ

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
日
本
年

金
機
構
で
は
、
こ
れ
ま
で
に
対
象
と

な
る
方
に
黄
色
の
封
筒
を
お
届
け
し

て
い
ま
す
。

　
制
度
の
開
始
は
、
今
年
８
月
１
日

（
最
も
早
い
年
金
の
お
支
払
い
は
10

月
）
で
す
。
ま
だ
、
請
求
手
続
を
さ

れ
て
い
な
い
方
は
、
早
急
に
お
手
続

き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い

【
手
続
き
先
】

最
後
に
加
入
し
て
い
た
年
金
制
度
が
国

民
年
金
ま
た
は
共
済
組
合
の
方
で

①
全
て
の
加
入
期
間
が
国
民
年
金
第

１
号
被
保
険
者
（
自
営
業
な
ど
）

　
▼
市
役
所
ま
た
は
各
地
域
事
務
所

②
国
民
年
金
第
３
号
被
保
険
者
・
厚

生
年
金
保
険
や
共
済
組
合
の
加
入
期

間
が
あ
る
方
　

　
▼
お
近
く
の
年
金
事
務
所

最
後
に
加
入
し
て
い
た
年
金
制
度
が
厚

生
年
金
保
険
の
方

　
▼
お
近
く
の
年
金
事
務
所

問
桜
井
年
金
事
務
所

（
☎
０
７
４
４
・
42
・
０
０
３
３
）

問
保
険
年
金
課

（
☎
82
・
３
６
７
２
／
IP
☎
88
・
９
０
８
６
）

入
居
指
定
日
ま
で
に
婚
姻
で
き
る

人
、
事
実
上
婚
姻
（
内
縁
）
関
係

に
あ
る
人
（
住
民
票
に
よ
り
確
認

で
き
る
人
）。

○
世
帯
全
員
の
基
準
月
収
額
が

15
万
8
千
円
以
下
で
あ
る
こ
と
。

た
だ
し
、
裁
量
世
帯
の
該
当
の
人

は
21
万
4
千
円
以
下
で
あ
る
こ
と
。

※
基
準
月
収
額
と
は
「
年
間
総
収
入

額
」
か
ら
「
年
間
所
得
金
額
」
を
計

算
し
、「
世
帯
の
年
間
所
得
金
額
」
を

求
め
、「
世
帯
の
控
除
合
計
額
」
を

差
引
額
を
12
か
月
で
割
戻
し
た
額
。

○
市
税
そ
の
他
市
に
対
す
る
納
入
金

の
滞
納
が
な
い
こ
と
。

○
申
込
者
ま
た
は
同
居
親
族
が
暴
力

団
の
構
成
員
で
な
い
こ
と
。

○
過
去
に
市
営
住
宅
に
入
居
し
て
い

た
方
は
滞
納
・
無
断
退
去
な
ど
を

し
て
い
な
い
こ
と
。

＊
現
在
市
営
住
宅
に
入
居
さ
れ
て
い

る
方
、
不
自
然
な
世
帯
分
離
を
し
て

い
る
方
は
申
し
込
み
で
き
ま
せ
ん
。

【
入
居
者
の
決
定
方
法
】

　
く
じ
に
よ
る
抽
選

抽
選
会
日
時
　
8
月
18
日
（
金
）

入
居
指
定
日
　
9
月
１
日
（
金
）

【
そ
の
他
】

○
入
居
資
格
審
査
会
で
申
込
者
の
実

態
調
査
と
資
格
審
査
を
行
い
ま
す
。

○
市
営
住
宅
は
建
築
年
数
も
経
過

し
、
壁
等
に
傷
や
汚
れ
な
ど
が
あ

り
ま
す
が
、
修
繕
で
き
か
ね
る
と

こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。

【
募
集
住
宅
】

公
営
住
宅

　
大
宇
陀
小
附
　
　
　
第
１
団
地

　
榛
原
檜
牧
　
　
　
　
高
倉
中
団
地

　
菟
田
野
古
市
場
　
　
浅
後
南
団
地

　
菟
田
野
松
井
　
　
　
笠
神
団
地

　
　
　
　
　
　（
子
育
て
世
帯
向
け
）

　
室
生
大
野
　
　
　
　
大
野
東
団
地

　
　
　
　
　
　（
子
育
て
世
帯
向
け
）

改
良
住
宅

　
室
生
西
谷
　
　
　
西
谷
改
良
団
地

【
敷
金
】
入
居
時
の
家
賃
の
３
か
月

分
の
敷
金
が
必
要
で
す

問
公
営
住
宅
課

（
☎
82
・
５
６
４
２
／
IP
☎
88
・
９
０
９
６
）

く
ら
し
・
環
境

L
if
e
&
E
n
v
ir
o
n
m
e
n
t

国
民
年
金
の
お
知
ら
せ

■
国
民
年
金
保
険
料
免
除
等
の
申
請

に
つ
い
て

　
経
済
的
な
理
由
な
ど
で
国
民
年
金

保
険
料
を
納
付
す
る
こ
と
が
困
難
な

場
合
、
申
請
に
よ
り
保
険
料
の
納
付

が
免
除
・
猶
予
と
な
る
「
保
険
料
免

除
制
度
」
や
「
納
付
猶
予
制
度
」
が

あ
り
ま
す
。

　
保
険
料
免
除
は
、
本
人
・
配
偶
者
・

世
帯
主
の
前
年
の
所
得
が
一
定
額
以

下
の
場
合
に
、
全
額
免
除
ま
た
は
一

部
納
付
が
承
認
さ
れ
ま
す
。

　
納
付
猶
予
は
、
本
人
が
50
歳
未
満

の
と
き
に
限
っ
て
、
本
人
と
配
偶
者

の
前
年
所
得
が
一
定
額
以
下
の
場

合
、
全
額
納
付
猶
予
さ
れ
ま
す
。

今
年
度
の
免
除
申
請
を
７
月
か
ら
受

付
し
ま
す

　
対
象
は
７
月
か
ら
平
成
30
年
６
月

ま
で
の
期
間
で
す
。

　
な
お
、
保
険
料
の
納
付
期
限
か
ら

２
年
を
経
過
し
て
い
な
い
期
間
（
申

請
時
点
か
ら
2
年
１
か
月
前
ま
で
の

期
間
）
に
つ
い
て
は
、
さ
か
の
ぼ
っ

て
免
除
な
ど
を
申
請
で
き
ま
す
。

　
ま
た
、
退
職
（
失
業
）
し
た
方
に

は
、
退
職
（
失
業
）
に
よ
る
特
例
免



特
　
　集

市
政
ト
ピ
ッ
ク
ス

う
だ
ぢ
か
ら

ま
ち
の
わ
だ
い

お
知
ら
せ

掲
示
板

う
だ
チ
ャ
ン

み
ん
な
で
子
育
て

病
院
・
ウ
ェ
ル
ネ
ス

く
ら
し
・
環
境
　
他

お
知
ら
せ

　2017年7月号25

□田口診療所（☎93・2101／ IP ☎ 88・9178）
午　前 午　後 医師名

月 休　診

火 9 時～正午 1 時～ 4 時 渡邉（ペイン）
水 9 時～正午 休　診 嶌　嵜

木 休　診
1 時～ 4 時 市立病院より
（往  診） （嶌  嵜）

金 休　診

土 【隔週（第 2・4）】
9 時～正午 休　診 渡邉（ペイン）

8月 1日（火）より、宇陀市国民健康保険直営診
療所の診療時間が変更になります。

※診療受付時間は、終了時間 30分前まで。
※都合により診療日・時間が変更になることがあり
ますので、診療所にご確認ください。
※渡邉（ペイン）はペインクリニックのみで予約制
となります。【第 2・4土曜日】

問健康増進課（☎ 82・3692／ IP ☎ 88・9087）

□東里診療所（☎92・3741／ IP ☎ 88・9177）
午　前 午　後 医師名

月 往　診 1 時～ 5 時 嶌　嵜

火 休　診

水 休　診 3 時～７時 嶌　嵜

木 休　診

金 9 時～正午 往　診 嶌　嵜

土 休　診

宇陀市国民健康保険直営診療所から

※
宇
陀
市
デ
マ
ン
ド
型
乗
合
タ
ク

シ
ー
に
は
使
用
で
き
ま
せ
ん
。

【
対
象
】

○
身
体
障
害
者
手
帳
の
総
合
等
級
が

1
級
か
2
級
で
、
か
つ
以
下
の
部

位
に
障
が
い
の
あ
る
方
　

視
覚
・
下
肢
・
体
幹
・
移
動
・

心
臓
・
腎
臓
・
呼
吸
器
・
ぼ
う

こ
う
・
直
腸
・
小
腸
・
免
疫
・

肝
臓

○
療
育
手
帳
「
A
１
」「
A
２
」
の
方

○
精
神
保
健
福
祉
手
帳
1
級
の
方

【
利
用
で
き
る
タ
ク
シ
ー
事
業
者
】

　
市
と
協
定
し
て
い
る
タ
ク
シ
ー
事

業
者
に
限
る

住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ

ム
設
置
費
を
補
助
し
ま
す

　
住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム

（
以
下
「
シ
ス
テ
ム
」）
設
置
に
よ
る

市
内
経
済
の
活
性
化
を
目
的
に
住
宅

に
シ
ス
テ
ム
を
設
置
し
た
方
に
、
予

算
の
範
囲
内
で
補
助
し
ま
す
。

本
制
度
は
今
年
度
で
終
了
し
ま
す
。

【
対
象
】
全
て
の
要
件
を
満
た
す
方

○
宇
陀
市
の
住
民
基
本
台
帳
に
記
録

さ
れ
て
い
る
方

○
シ
ス
テ
ム
を
市
内
の
居
住
す
る
住

宅
に
設
置
し
た
方
、
ま
た
は
市
内

で
居
住
の
た
め
に
シ
ス
テ
ム
を
設

置
し
た
新
築
住
宅
を
購
入
し
た
方

○
シ
ス
テ
ム
の
最
大
出
力
値
が
10
ｋ

ｗ
未
満
で
あ
る
こ
と

○
市
税
の
滞
納
が
な
い
方

○
今
年
４
月
１
日
以
降
に
電
力
受
給

契
約
を
結
ん
だ
方

【
補
助
金
額
】
１
件
に
つ
き
「
ウ
ッ

ピ
ー
商
品
券
」５
万
円
分
を
交
付
。

【
添
付
書
類
】
納
税
等
確
認
承
諾
書
、

住
民
票
写
し
、
シ
ス
テ
ム
の
設
置

が
確
認
で
き
る
写
真
、
電
力
会
社

と
の
電
力
受
給
契
約
書
の
写
し
、

工
事
費
の
領
収
書
お
よ
び
内
訳
明

細
書
の
写
し

【
申
請
方
法
】
７
月
3
日
（
月
）
～

　
申
請
書
を
持
参
（
郵
送
不
可
）

【
募
集
件
数
】
10
件
（
先
着
順
）

※
申
請
は
一
住
宅
に
つ
き
１
回
限
り

問
環
境
対
策
課

（
☎
82
・
２
２
０
２
／
IP
☎
88
・
９
０
７
８
）

福
祉
タ
ク
シ
ー
利
用
料
金
の

一
部
を
助
成
し
ま
す

７
月
3
日
か
ら
申
請
受
付
開
始

　
重
度
障
が
い
の
あ
る
方
を
対
象
に

タ
ク
シ
ー
利
用
券
を
お
渡
し
し
ま

す
。

　
タ
ク
シ
ー
運
賃
を
支
払
う
際
、
利

用
券
を
使
う
と
運
賃
か
ら
基
本
料
金

（
初
乗
料
金
）
が
割
り
引
か
れ
ま
す
。

※
利
用
の
乗
降
車
地
が
宇
陀
市
の
場

合
に
限
る
。

※
年
度
途
中
に
追
加
・
抹
消
さ
れ
る

場
合
が
あ
り
。

【
申
し
込
み
】
介
護
福
祉
課
ま
た
は

各
地
域
事
務
所

※
代
理
の
方
で
の
手
続
き
も
可

【
持
ち
物
】

○
身
体
障
害
者
手
帳
、
療
育
手
帳
、

ま
た
は
精
神
保
健
福
祉
手
帳

○
印
か
ん

○
代
理
者
に
よ
る
手
続
き
の
場
合

は
、
代
理
の
方
本
人
の
確
認
で
き

る
も
の
（
運
転
免
許
書
、
保
険
証

な
ど
）

問
介
護
福
祉
課

（
☎
82
・
３
６
７
５
／
IP
☎
88
・
９
０
８
８
）
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中
央
公
民
館
講
座

　
　
　
　子
ど
も
学
級

➊
英
会
話
教
室

英
会
話
教
室
Ⅰ

【
開
催
日
】
7
月
25
日
（
火
）

　
午
後
２
時
～
３
時
30
分

【
場
所
】
中
央
公
民
館
（
大
宇
陀
地

域
事
務
所
隣
）

【
対
象
】
市
内
在
住
、
在
学
の
小
学

1
年
生
～
３
年
生

英
会
話
教
室
Ⅱ

【
開
催
日
】
7
月
31
日
（
月
）

　
午
後
２
時
～
３
時
30
分

【
場
所
】
榛
原
分
館
（
榛
原
総
合
セ

ン
タ
ー
）

【
対
象
】
市
内
在
住
、
在
学
の
小
学

4
年
生
～
6
年
生

　夏
休
み
！
み
ん
な
で
学
ぼ
う
!!

　夏
休
み
特
別
講
座 

参
加
者
募
集

教
室
Ⅰ
Ⅱ
共
通

【
定
員
】
20
名
（
抽
選
）

【
参
加
費
】
無
料

【
講
師
】
宇
陀
市
外
国
語
指
導
助
手

（
市
内
在
住
）

　
カ
デ
ィ
ド
ラ・ス
テ
ィ
ル（
キ
キ
）

先
生

　
ニ
ー
ル
セ
ン
・
ブ
レ
ッ
ト
先
生

➋
社
会
見
学
に
行
こ
う

【
開
催
日
】
８
月
3
日
（
木
）

【
行
き
先
】
明
治
な
る
ほ
ど
フ
ァ
ク

ト
リ
ー
大
阪

【
集
合
】
総
合
体
育
館
駐
車
場

　
午
前
11
時
集
合
出
発

【
定
員
】
25
名
（
抽
選
）

【
参
加
費
】
5
０
０
円

【
対
象
】
市
内
在
学
の
小
学
生

➌
夏
休
み
木
工
工
作

【
開
催
日
】
８
月
7
日
（
月
）

　
午
後
1
時
30
分
～
3
時

【
場
所
】
中
央
公
民
館
（
大
宇
陀
地

域
事
務
所
隣
）

【
対
象
】
市
内
在
住
、
在
学
の
小
学

生
　
３
年
生
以
下
は
保
護
者
同
伴

【
定
員
】
20
名
（
抽
選
）

【
参
加
費
】

①
ビ
ー
玉
コ
ロ
コ
ロ
　

5
０
０
円

②
ペ
ン
立
て
　
６
０
０
円

【
講
師
】
神
野
山
木
工
館
館
長

　
松
村
朋
子
先
生

➍
ア
イ
ス
キ
ャ
ン
デ
ィ
ー
型

ソ
ー
プ
作
り

※
大
人
も
受
講
可

【
開
催
日
】
８
月
19
日
（
土
）

　
午
後
1
時
30
分
～
3
時

【
場
所
】
榛
原
分
館
（
榛
原
総
合
セ

ン
タ
ー
）

【
対
象
】
市
内
在
住
、
在
勤
、
在
学

の
方  

３
年
生
以
下
は
保
護
者
同
伴

【
定
員
】
20
名
（
抽
選
）

【
参
加
費
】
１
０
０
０
円

【
講
師
】
お
稽
古
サ
ロ
ン

　 La m
om

on
　
佐
藤
と
も 

先
生

今年もグリーンカーテンしています！

　
も
う
、「
節
電
」
と
い
え
ば
、
み
な
さ
ん
の

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
一
部
と
し
て
の
定
着
し

て
い
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　
夏
季
は
、
特
に
消
費
電
力
が
大
き
い
冷
房

が
欠
か
せ
な
い
季
節
で
電
力
需
要
が
増
加
し

ま
す
。
夏
の
省
エ
ネ
の
工
夫
を
知
り
、
地
球

に
も
家
計
に
も
優
し
い
暮
ら
し
を
送
り
ま

し
ょ
う
。
く
れ
ぐ
れ
も
体
調
に
は
気
を
つ
け

て
、
熱
中
症
な
ど
に
な
ら
な
い
よ
う
、
無
理

の
な
い
範
囲
で
取
り
組
ん
で
く
だ
さ
い
。

①
こ
ま
め
に
ス
イ
ッ
チ
オ
フ
！

　【
ス
イ
ッ
チ
オ
フ
で
電
気
使
用
は
必
要
最
小
限
に
】

・
リ
モ
コ
ン
の
電
源
で
は
な
く
、
本
体
の
主
電
源
を
切
ろ
う
！

②
待
機
電
力
を
削
減
！

　【
使
用
し
て
い
な
い
場
合
に
も
電
力
が
消
費
さ
れ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
待
機
電
力
を
削
減
】

・
本
体
の
主
電
源
を
切
る
と
と
も
に
、
頻
繁
に
使
わ
な
い
も
の
は

　
コ
ン
セ
ン
ト
を
抜
こ
う
！

③
エ
ア
コ
ン
で
節
電
！

　【
設
定
温
度
・
風
向
き
を
調
節
し
て
節
電
】

・
カ
ー
テ
ン
で
窓
か
ら
の
熱
の
出
入
り
を
防
ご
う

・
フ
ィ
ル
タ
ー
の
清
掃
は
こ
ま
め
に
、

　
室
外
機
の
周
り
に
物
を
置
か
な
い

・
扇
風
機
や
サ
ー
キ
ュ
レ
ー
タ
ー
を
併
用

　
し
て
風
向
き
を
上
手
に
調
整
し
よ
う

「
レ
ッ
ツ 

省
エ
ネ
」
！

お
財
布
に
も
環
境
に
も

　
や
さ
し
い
取
り
組
み
を

今年もグリーンカーテンしています！

キキ＆ブレット先生

◀ペン立て

▲ビー玉
コロコロ

▲アイスキャンディー型ソープ

今年も
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講座名 日　時 場　所 定員 参加費 申込期間

古墳時代の
ものづくり

○勾玉づくり

○銅鏡づくり

8月 3日 ( 木 )
午前 9時 30分
　～ 11時 30分

榛原総合センター
（榛原萩原 )

各回
15名

各回
200円

7月 3日～
27日

8月 10日 ( 木 )
午前 9時 30分
　～ 11時 30分

室生振興センター
（室生大野）

7月 3日～
８月 3日

8月 21日 ( 月 )
午前 9時 30分
　～ 11時 30分

文化会館
( 大宇陀拾生 )

7月 3日～
8月 14日

8月 23日 ( 水 )
午前 9時 30分
　～ 11時 30分

菟田野分館
( 菟田野松井 )

7月 4日～
8月 16日

■
特
別
天
然
記
念
物
オ
オ
サ
ン

シ
ョ
ウ
ウ
オ
の
夜
間
家
族
観
察
会

【
日
時
】
7
月
30
日
（
日
）

【
集
合
時
間
・
場
所
】
午
後
６
時

　
室
生
振
興
セ
ン
タ
ー

【
内
容
】

①
講
座
（
午
後
6
時
～
6
時
30
分
）

　
　
室
生
振
興
セ
ン
タ
ー

②
観
察
会
（
午
後
7
時
～
9
時
）

　
　
室
生
川
も
み
じ
公
園
付
近

※
雨
天
・
悪
条
件
の
場
合
、
観
察

会
は
中
止

【
対
象
】
市
内
在
住
の
小
学
生
と
保

護
者
（
必
ず
保
護
者
同
伴
で
）

文
化
財
課
特
別
講
座

【
持
ち
物
】
濡
れ
て
も
良
い
運
動

靴（
長
靴
や
サ
ン
ダ
ル
は
禁
止
）、

懐
中
電
灯
、
タ
オ
ル
、
着
替
え
、

飲
み
物
、
手
袋
　
な
ど

【
定
員
】
15
組
（
先
着
順
）

【
参
加
費
】
無
料

【
申
し
込
み
】
７
月
3
日
（
月
）
～

25
日
（
火
）
の
期
間
中
に
、住
所
、

氏
名（
保
護
者
、小
学
生
）、年
齢
、

電
話
番
号
を
明
記
し
、
☎
・
Ｆ

Ａ
Ｘ
・
メ
ー
ル
の
い
ず
れ
か
で
。

■
考
古
学
体
験
講
座
開
催

　
む
か
し
の
も
の
づ
く
り
（
勾
玉

づ
く
り
・
銅
鏡
づ
く
り
）
を
体
験

し
ま
せ
ん
か
。

【
内
容
】

○
勾
玉
づ
く
り
　
軟
ら
か
い
石
材
を

サ
ン
ド
ペ
ー
パ
ー
で
加
工
し
ま
す
。

○
銅
鏡
づ
く
り
　
樹
脂
製
の
鋳
型
に

合
金
を
流
し
込
み
、
ミ
ニ
チ
ュ
ア

の
鏡
を
作
り
ま
す
。

※
縄
文
土
器
の
施
文
（
模
様
つ
け
）

体
験
も
で
き
ま
す
。

【
持
ち
物
】
エ
プ
ロ
ン
な
ど
（
作

業
の
で
き
る
服
装
）、
雑
巾

④
冷
蔵
庫
で
節
電
！

　【
扉
の
開
閉
時
間
を
短
く
、
詰
め
込
む
量
も
考
え
て
節
電
】

⑤
照
明
で
節
電
！

　【
明
る
さ
や
点
灯
時
間
を
調
節
し
て
節
電
】

・
照
明
器
具
の
掃
除
で
明
る
さ
ア
ッ
プ
、
点
灯
時
間
を
短
く
し
よ
う

・
Ｌ
Ｅ
Ｄ
電
球
な
ど
の
省
エ
ネ
照
明
器
具
に
取
り
替
え
よ
う

⑥
テ
レ
ビ
で
節
電

　【
主
電
源
オ
フ
・
明
る
さ
を
調
節
し
て
節
電
】

・
消
す
と
き
は
主
電
源
を
オ
フ
に

・
画
面
を
掃
除
し
、
画
面
は
明
る
す
ぎ
な
い
よ
う

・
節
電
モ
ー
ド
を
活
用
し
よ
う

⑦
他
に
も
こ
ん
な
と
こ
ろ
で
節
電

　【
生
活
ス
タ
イ
ル
を
見
直
し
て
節
電
】

・
夏
は
シ
ャ
ワ
ー
の
利
用
が
増
え
る
時
期
。

　
節
水
型
シ
ャ
ワ
ー
ヘ
ッ
ド
を
利
用
し
よ
う
。

・
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
は
環
境
に
も
家
計
に
も
ブ
レ
ー
キ

が
か
か
り
ま
す

・
炊
飯
器
、
電
気
ポ
ッ
ト
の
保
温
は
控
え
よ
う

・
洗
濯
は
、
お
風
呂
の
残
り
湯
を
利
用
し
、
ま
と
め

洗
い
で
洗
濯
回
数
を
減
ら
す
工
夫
を

・
ト
イ
レ
の
電
気
便
座
、
使
わ
な
い
と
き
は
フ
タ
を

閉
め
て

・
早
寝
早
起
き
は
、
夜
の
消
費
電
力
を
抑
え
る
こ
と
に
な
り
節
電
に

・
食
事
や
団
ら
ん
の
時
な
ど
は
、
家
族
み
ん
な
で
一
つ
の
部
屋
で

・
エ
コ
ク
ッ
キ
ン
グ
で
節
電

　
○ 

水
滴
を
拭
い
て
か
ら
火
に
か
け
、
炎
が
は
み
出
さ
な
い
火
加
減
で
調

理
し
よ
う

　
○
鍋
に
は
ふ
た
を
、
下
ご
し
ら
え
を
工
夫
し
よ
う

　
問
環
境
対
策
課
（
☎
82
・
２
２
０
２
／
IP
☎
88
・
９
０
７
８
）

問
文
化
財
課

（
☎
82
・
３
９
７
６
／
IP
☎
88
・
９
３
６
５
／
　

　
Ｆ
Ａ
Ｘ 

82
・
３
９
０
０
）

メ
ー
ル
：bunkazai@city.uda.lg.jp

銅鏡▲

▼勾玉

➊
～
➍
共
通

【
申
し
込
み
】
７
月
1
日
（
土
）
～

19
日（
水
）の
期
間
中
に
、住
所
、

氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号
を
☎

も
し
く
は
中
央
公
民
館
窓
口
へ

問
中
央
公
民
館

（
☎
83
・
０
５
５
１
／
IP
☎
88
・
９
１
８
０
）

【
休
館
日
】
木
曜
日
・
祝
日

【
申
し
込
み
】
住
所
、
氏
名
、
学
年
、

電
話
番
号
を
明
記
し
、
☎
・
Ｆ
Ａ

Ｘ
・
メ
ー
ル
で
。

※
会
場
ま
で
直
接
お
越
し
く
だ
さ
い
。

小
学
生
の
み
参
加
の
場
合
は
、
保
護

者
に
よ
る
送
迎
を
お
願
い
し
ま
す
。

大好評につき、
今年も開催するよ！
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社会を明るくする運動
（7月1日～31日）
～犯罪や非行を防止し、

地域のチカラ～
立ち直りを支える

　
宇
陀
市
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ

ド
の
会
は
宇
陀
市
を
訪
れ
る
観
光
客

の
方
や
、
市
民
の
方
に
宇
陀
市
の
魅

力
を
発
信
し
て
い
ま
す
。

　
興
味
は
あ
る
け
れ
ど
何
か
ら
学
ん

で
い
い
か
分
か
ら
な
い
・
・
・
そ
ん

な
初
め
て
の
方
で
も
ガ
イ
ド
の
活
動

内
容
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
連
続
講

座
を
開
催
し
ま
す
！

　
あ
な
た
も
ガ
イ
ド
に
な
っ
て
宇
陀

の
イ
イ
ト
コ
ロ
を
み
な
さ
ん
に
紹
介

し
て
み
ま
せ
ん
か
？ 

2 回内容同じ

※7 月 1 日～ 9 月 11 日は、午前 9 時より開館

課題図書の特別貸出し
　夏休み期間中は、青少年読書感想文全国コンクー
ル課題図書のみ貸出期限を１週間にします。
7月の休館日  4・11・17・18・25

中央図書館　☎ 82 － 4749・IP 88 － 9110
大宇陀図書館　☎ 83 － 0977( 代）

毎週火と祝日

玩槭文庫 (がんしゅくぶんこ ) だより
　夏休みの調べ学習に、ぜひお越しください。
開館日：土・日のみ　10:00 ～ 16:00
奈良カエデの郷ひらら 内　☎ 84 － 2888（代）

（宇陀市立中央図書館）
★おはなし会（約 30 分）
　すくすくひろば（０～３歳）
　7 月 12・26 日（水）  ①10：00 ～　②10：45 ～
　おはなしクラブ　7 月 8 日（土）　10 ： 30～　
　ぬいぐるみといっしょのおはなし会
　＆ぬいぐるみのおとまり会
　7 月 8 日（土）　13 ： 30～　　※申し込みは図書館まで
　夏休みおはなし大会（約 60分）
　7 月 22 日（土）10 ： 30～   お話、絵本、影絵など
★放課後子ども教室
　7 月 5・12・19・26 日（水）15：30 ～
★映画会（約25 分） 『きかんしゃトーマス全 5 話』
   7 月 15 日（土）11：00 ～
★人形劇 『ゴリラのパンやさん』
   7 月 1 日（土）①13：30 ～　②14：30 ～
★図書館寄席   7 月 2 日（日）14：00 ～
★大人のためのおはなし会（約 60分）
   7 月 13 日（木）10：30 ～
★折り紙教室（約 120 分）
   7 月 20 日（木）14：00 ～
（宇陀市立大宇陀図書館）
★おはなし会（約 60分）
   7 月15 日（土）10：30～　場所：和室（2F）
★映画会（約25 分）『アリババと 40 人のとうぞく』
　7 月22 日（土）10：30 ～　　　　場所：研修室（１F）

図書館を使った調べる学習勉強会
　 7 月15 日（土）14：00～　場所：榛原総合センター
　みんなで勉強しよう！ 申し込み、詳細は図書館まで

【
内
容
】
宇
陀
市
の
見
ど
こ
ろ
講
座

と
実
地
研
修

【
開
催
日
】
９
月
か
ら
平
成
30
年
１

月
ま
で
の
第
２
土
曜
日
の
午
後

　（
全
５
回
）

【
場
所
】
市
役
所
他

【
対
象
】
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
活

動
や
宇
陀
市
の
観
光
案
内
に
興
味

が
あ
り
、
講
座
を
連
続
し
て
受
講

す
る
こ
と
が
可
能
な
方

【
参
加
費
】
無
料

【
申
し
込
み
】
8
月
31
日
（
木
）
ま

で
に
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
を

明
記
し
、☎
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
メ
ー
ル
で
。

宇
陀
市
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
養
成
講
座
開
催

宇
陀
の
コ
ト
み
ん
な
に
紹
介

し
ま
せ
ん
か
？

写
真
入
門
講
座
ｉ
ｎ
む
ろ
う

の
受
講
生
募
集

写
真
を
楽
し
く
撮
ろ
う

【
内
容
】
カ
メ
ラ
の
使
い
方
や
写
真

の
撮
り
方
・
作
品
の
作
り
方

【
日
時
】
7
月
24
日
（
月
）

　
午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

【
場
所
】
室
生
分
館
（
室
生
振
興
セ

ン
タ
ー
内
）

【
対
象
】
市
内
在
住
、
在
勤
の
方

【
定
員
】
20
名
（
抽
選
）

【
参
加
費
】
無
料

【
講
師
】
川
地
清
広
先
生

【
申
し
込
み
】
７
月
1
日
（
土
）
～

10
日
（
月
）
の
期
間
中
に
、
☎
も

し
く
は
室
生
分
館
窓
口
に
て

問
中
央
公
民
館
　
室
生
分
館

（
☎
92
・
２
４
９
６
）

【
休
館
日
】
火
曜
日
・
祝
日

中
央
公
民
館
「
歴
史
探
訪
講

座
」
の
延
期
に
つ
い
て

　
当
初
７
月
開
催
予
定
の
「
歴
史
探

訪
講
座
」
は
９
月
に
開
催
す
る
予
定

で
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。
後
日
、

広
報
な
ど
で
受
講
生
募
集
を
し
ま

す
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

問
中
央
公
民
館

（
☎
83
・
０
５
５
１
／
IP
☎
88
・
９
１
８
０
）

問
商
工
観
光
課

（
☎
82
・
２
４
５
７
／
IP
☎
88
・
９
０
８
１

 

Ｆ
Ａ
Ｘ
82
・
８
２
１
１
）

メ
ー
ル
：s-kankou@city.uda.lg.jp
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差
別
を
な
く
す
強
調
月
間
の
取
り
組
み
に
ご
参
加
を
！

問
人
権
推
進
課
（
☎
82
・
２
１
４
７
／
IP
☎
88
・
９
０
７
７
）

催し・内容 日　　時 場　　所

街頭啓発 7 月 3 日（月） 近鉄室生口大野駅・榛原駅、
サンクシティ、市役所前

人権啓発ポスター・標語展

※ 24 日は午後 3 時まで　

7 月 7 日（金）・8 日（土） 文化会館

7 月 11 日（火）～ 24 日（月）※開庁時のみ 市役所ふるさとテラス

部落差別等撤廃と人権確立を目指
す県民集会 7 月 31 日（月）　午後 0 時 30 分～ 橿原文化会館

人権・行政・心配ごと特設相談 
（予約不要・無料・秘密厳守）

人権相談 問人権推進課（☎ 82・2147）
行政相談 問総務課（☎ 82・1302）
心配ごと相談 問室生地域事務所
　　　　　　　　　（☎ 92・2001）

7 月 11 日（火）　午前 10 時～正午 室生人権交流センター

7 月 11 日（火）午後 1 時 30 分～ 3 時 音楽の森ふれあい館

7 月 12 日（水）午前 10 時～正午 室生振興センター

7 月 12 日（水）午後 1 時 30 分～ 3 時 ふるさと元気村

7 月 13 日（木）午前 10 時～正午 大野西垣内集会所

7 月 13 日（木）午後 1 時 30 分～ 3 時 蕨集会所

※定例の人権相談・行政相談、心配ごと相談については P31をご覧ください。

【講師】徳島県人権エンタメ集団
　「友輝」リーダー 中倉茂樹さん

■差別をなくす市民集会　　７月 8日（土）
　　　　　　午後1時 30分～　　　場所：文化会館
　今回の集会は、昨年度、第 36 回全国中学生人権作文コンテスト奈良
県大会において奨励賞を受賞された人権作文の発表と、「ぬくもりを感じ
て」と題して中倉茂樹 ( なかくらしげき ) さんによる講演を行います。
　子どもの頃からの辛い体験を乗り越えてきた中倉さん。部落差別をな
くすことに人生を賭け、全国各地で年間 150 回を超える講演を行われて
います。講演では小学校高学年から、おじいちゃんおばあちゃんまで熱
い想いをユーモアをおりまぜながら語られます。参加費、申し込みは不要。
みなさんのご参加をお待ちしています。※手話通訳・要約筆記あり

文化会館までバスを運行します
  室生地域事務所・・午後 0 時 30 分　 宇陀市役所・・・午後 0 時 50 分
  菟田野地域事務所・・午後 1 時　 
  菟田野人権交流センター・・午後 1 時 5 分

7月の文化会館だより　
かぎろひホールの催し  　　                                                     （6 月 14 日現在）

日 曜日 催し物案内 主催者 時間 対象など

２ 日 21 周年　友遊館
カラオケまつり

カラオケ
ステージ友遊館 開演　9：00 ～ 一般（無料）

５ 水 講演「生命『いのち』
を越すものはない」

大宇陀中学校
育友会 開演  13：35 ～ 生徒・保護者

８ 土 差別をなくす
市民集会

宇陀市
宇陀市教育委員会 開演  13：30 ～ 一般（無料）

９ 日 宇陀市コーラスのつど
いの仲間たち

宇陀市コーラス
のつどい 開演  13：30 ～ 一般（無料）

15 土 リトルサマーコンサート 生田擁子 開演  13：00 ～ 一般（無料）

16 日 ピアノ発表会 安達朋子 開演  13：00 ～ 一般（無料）
23 日 東ピアノ教室発表会 東佐江子 開演　12：30 ～ 一般（無料）

30 日 ピアノ・エレクトーン
発表会

杉本千鶴・
首藤陽子・北川恵 開演　12：30 ～ 一般（無料）

　展示ホール催し　■小中学校人権ポスター・標語展示
　　　　　　　　　　　　【展示期間】7月 7日（金）～ 8日（土）
　7月の休館日（4・11・17・18・25日）　

　　問宇陀市文化会館（☎ 83・0977）

《お詫びと訂正》
広報うだ 6 月号 7 ページに掲載しました、

『大好き！わたしたちの学校』榛原中学校の
記事について誤りがありました。

記事中、「本校に永く受け継がれている合
い言葉です。作者は不明ですが、」と記載い
たしましたが、正しくは、「作者は元榛原中
学校長　亀岡作雄氏」です。

ここにお詫びし、訂正いたします。関係
者のみなさまにはご迷惑をおかけしました。

〈榛原中学校合い言葉〉
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現在、分譲販売中です
お墓をお求めの方は、お気軽にご相談く
ださい。
窓口での説明や現地案内をさせていただ
きます。
問環境対策課
　（☎82・2202／ IP ☎ 88・9078）

宇陀市営 赤人霊苑
（榛原山辺三）からお知らせ

宇陀市　赤人霊苑
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応募期限

8 月 25 日 ( 金）

※市内在住の小学校入学
までの方に限ります。ま
た、応募多数の場合は、
初めての方を優先します。

▲昨年の表紙

広報うだ 10月号

わが家のアイドル募集します

※応募いただいたアイドルは、うだチャンの番組でも
放送する場合があります。
そのため、できるだけ画質の良いもの、画像データの
大きいものを応募ください。

みなさんの自慢のアイドル
たちの“とっておきの笑顔”
の写真を広報に載せて成長
の記念にしませんか？

問秘書広報情報課
（☎82・3912／ IP ☎ 88・9083）
メール　hishokouhou@city.uda.lg.jp
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